



















そのなかでも特に彼が注目したのが，K. ヴィクセル（Johan Gustaf Knut Wicksell, 1851-1926）の経済
変動論とベーム-バヴェルク（Eugen von Bӧhm-Bawerk, 1851-1914）の資本理論を結びつけて景気論
を論じようとした L.E.v.ミーゼス（Ludwig Edler von Mises, 1881-1973），F.A.v.ハイエク（Friedrich 
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こる以前であった。したがってそこで重視されているのがヴィクセル，ミーゼス，ハイエクの経済変動
































































る限り，資本財の需要を（消費財のそれに比して）比較的に増加せしめる  5 ）。
2．技術的資本組成の高級化は，好況時代の末期から景気転落過程にかけて，鈍るのが常であり，不況時



































































　この場合，今期の消費財の生産量が 1＋ f 倍になれば，それを生産し続けるための総資本財ストック量
も 1＋ f 倍になるのはいうまでもない。1 単位ずつ生産するために必要な資本財ストック量がたとえば k
であれば，生産量の増加とともに生産係数が増加するといったことがない限り，1＋ f 単位ずつ生産する





















































































































































































































































































































AA 1B 1Bで示される線分AA 1 の幅の期間に生産される生産物）との間の比率は，最大投資期間の長さ
CAにより一義的に決定される」（Hayek（1939），邦訳50ページ，注13）ことになる。その比率をハイエ
クは「乗数」（Hayek（1939），邦訳50ページ）と呼んでいる。



















































1957），カッセル（Gustav Cassel, 1866-1945），ヒルファディング（Rudolf Hilferding, 1887-1943），レーデラー（Emil 
Lederer, 1882-1939），ホブソン（John Atkinson Hobson, 1858-1940）等をあげている（柴田（1935），525-531ページ）。
また日本では高田保馬（1883-1972）がそうであった（高田（1932））。この点については西（2013）の補論を参照。また，
柴田は賃金の遅れをさまざまなデータから数値表にして示している。柴田（1936），967ページ。なお，動学理論にお





















































かかるとする。第一資本財，第二資本財，消費財の貨幣価格をそれぞれ P1,P2,P 3 とする。第二資本財を一単位生産
するために要する第一資本財の量をa12 とし，消費財を一単位生産するために要する第一資本財の量を a13，第二資
本財の量をa23 とし，第一資本財，第二資本財，消費財を生産するのに要する直接労働量をそれぞれ τ1,τ2,τ 3 とする。






　　　 0 a12 a13
　　　A＝ 0 0  a23







ルクの場合はa13 ＝ 0 となる）。
　　　細かいことは省略するが，ここから，賃金前払いを仮定し価格方程式を逐次的に代入していくことによって，
　　　P 1 = (1+ i )wτ 1
　　　P 2 = (1+ i )(a12 P1+wτ 2)= (1+ i )
2 a12 wτ 1+(1+ i )wτ 2
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